
１.センサの概要

高温でイオンが流れる安定化したジルコニアを、固体電解質として使用した酸素検知センサです。不活性ガス中の微量な
酸素濃度(ppm)の検知が可能です。

Zirconia Method
ジルコニア固体電解質式センサ

１.センサの概要

気体透過膜(隔膜)とイオン選択性電極(ガラス電極)で構成されています。pHを測定するガラス電極を使用してアンモニアや
アミン系ガスが測定可能なセンサです。

Membrance-Covered Electrode Method
隔膜電極式センサ

２.センサの構造・原理

【構造】
pH電極などのイオン選択性電極と基準電極が内部液の

中に置かれています。イオン選択性電極に気体透過膜
(プラスチック膜)が密着しています。

【原理】
検知対象ガスが気体透過膜を通して内部液に溶け込みます。

例えば、アンモニア用センサでは内部液にアンモニア
ガスが溶け込みOH－(水酸イオン)を生じます。

NH3 + H2O  → NH4+ + OH-

内部液はアルカリ性となるのでpHが変化します。この
内部液のpH変化をイオン選択性電極で検知します。イオン
選択性電極と基準電極間にはアンモニアガス濃度の対数に
比例した起電力(電圧)が発生します。この起電力を測定
することでガス濃度を求めることができます。

【基本回路】【構造図】
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【基本回路】 【出力特性】

２.センサの構造・原理

【構造】
安定化ジルコニア (ジルコニアに酸化物である酸化

カルシウム(CaO)、酸化イットリウム(Y2O3)などを添加し、
立方晶を低温まで安定化させたもの)の両面に多孔質の白金
電極を付けた電池部と、この電池部を一定の高温に加熱する
電気炉で構成されています。

【原理】
一定の高温に加熱され、イオンが動きやすくなっている

固体電解質の安定化ジルコニアは、一定の温度に加熱される
ことで酸素イオン電導性が高まります。この安定化
ジルコニアに白金電極を付けた内側と外側に酸素濃度差が
生じると、2つの電極間に起電力が生じ、酸素濃淡電池の役割を
果たします。センサの電圧は酸素濃度の対数に比例
するため、センサの電圧を測ることによって酸素濃度を
求めることができます。

【構造図】
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２.センサの構造・原理

【構造】
赤外線光源と赤外線センサの間に、測定セルと光学

フィルターを配置します。赤外線光源から放射される赤外線は、
測定セル内部と光学フィルターを通って、赤外線センサで
検出されます。光学フィルターは、検知対象ガスが吸収する
赤外線の波長域を、選択的に透過します。

【原理】
測定セル内部に検知対象ガスが導入されると、検知対象

ガスにより赤外線が吸収され、赤外線センサで検出される
赤外線の量が減少します。既知の濃度の検知対象ガスを数点
導入して、赤外線の減少量と検知対象ガスの濃度との関係
(検量線)を求めます。未知の濃度の検知対象ガスが導入
されたとき、得られた赤外線の減少量から検量線を使って、
ガス濃度を求めます。

１.センサの概要

多くのガスが赤外線を吸収することを利用し、測定セルに赤外線を照射し、検知対象
ガスの吸収による赤外線の変化量を検出するガス検知センサです。赤外線を波長
ごとに分けずに(分散せずに)、特定の波長範囲に入る赤外線を全て連続で検出します。

Non-Dispersive Infrared Method
非分散型赤外線式センサ：DE

ポータブル用センサ
(例)DE-3123-1

４. 検知対象ガス、分子式、センサ型式、検知範囲（一例） ５．該当製品（一例）

○定置式製品
･･･ SD-3RI、SD-3DRI、SD-1RI、SDWL-1RI、
 RI-600、GD-70D、RI-257

○ポータブル式製品
･･･ GX-3R Pro、RX-8000、
 RX-8500、RX-8700、
 RI-557
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３.センサの特徴(DE-3313-5センサによる一例)

○出力特性
ガス濃度とガスセンサの

出力との関係は正比例では
なく、右図のような曲線に
なります。
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○応答性
ガスセンサに供給される

ガスの流速が一定な場合、
応答の再現性は良好です。

○温湿度特性
温度補正を実施することで、

仕様温度の範囲内では、
指示値の温度依存性を小さく
抑えることが可能です。
ガスセル内部が結露して
いない場合、湿度の影響も
ほとんどありません。

○経時特性
大きな温度変化がない場合、指示値の経時変化は

小さく安定しています。設置環境により、経時変化が
大きい場合には、半年に1度程度のガス校正により、
変化を小さく抑えることが出来ます。

定置用センサ
(例)DE-3315-1

定置用センサ
(例)IRF-1301

【構造図】

【検量線(一例)】

SD-3RI

検知対象ガス 分子式 センサ型式 検知範囲

二酸化炭素 CO2 IRR-0409 0～5vol％
二酸化炭素 CO2 IRR-0433 0～10000ppm
メタン CH4 IRF-1301 0～100%LEL
HFC-134a C2H2F4 DE-2113-35 0～5000ppm
四フッ化メタン CF4 DE-2113-42

0～500ppm
六フッ化硫黄 SF6 DE-2113-43


